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こころの知能指数：EQを伸ばすために                      

 副校長 井関 眞澄 

いよいよ２月。今年度も残すところ２ヶ月となりました。子どもたちの登校日数としては、６年生が２９日、 

1～５年生が３４日になります。一日一日を大切に過ごし、今年度のまとめをするとともに、次年度への準備

を進めてまいります。 

表題の『EQ（Emotional Intelligence Quotient）』とは、物事をやり遂げる力や向上心のように学

びの土台になる力のことで、心の知能指数を意味しています。EQ を高めると、困難な状況でも前向きな行

動や考え方ができ、自己肯定感や他者を思いやる心が育まれていきます。202１年 8 月に国立青少年教

育振興機構が公開した「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」の報告書によると、子どもの頃

の読書量が多い人は、EQ が高い傾向があると明らかになったそうです。読書は EQ の力を育てる最適な

手段だと言えます。 

新しい年を迎え、休み時間の図書館はとても賑わっています。子どもたちを引き付 

けているのは、「本のおみくじ」です。ポケモンの絵のおみくじを引くと、学年に応じた 

本の題名が書いてあり、４冊読むと賞状とプレゼントがもらえるという仕組みです。 

本校の図書館運営は、学校司書を中心に様々な工夫をして、読書好きな子どもたちを育てています。学

習や行事に合わせたコーナーを設置し、「教科書にのっている本」や「お休み中にお勧めの本」、本があま

り得意でない子向けには、自分で選べるように用意した選書コーナーなど、子どもたちが本を気軽に手に

取り、見ることができるようになっています。ブックトークでは、丸々１冊読むのではなく、冒頭の「味見読書」

や５分間の「味見朗読」を準備して子どもたちの興味・関心を高めています。学校司書は、本校に置いてい

ない本があれば、市立図書館や隣市の図書館に借りに行ってくれます。本と子どもを結べたと感じる瞬間

を楽しみにしながら、図書環境を整えています。 

朝の時間には、図書ボランティア（やまもも）さんによる読み聞かせ、年間１７回を１０人のボランティアさ

んが各クラスを回り、絵本やお話を読んでくださっています。朝の新鮮な空気の中で、子どもたちの創造が

大きく膨らむ豊かな時間です。 

子どもたちの読書量を増やすために、学校でもご家庭でも読書環境を整えて、「こころの知能指数」を今

年も伸ばしていければと思います。読書を強制ではなく、好奇心をもって楽しく読むことができるように、自

由に読書を楽しみ、自然と多くの読書体験ができるようにサポートしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

若葉台小学校学校教育目標 

『自他共に大切にする心を育みます』 『意欲的な学びの芽を育みます』   

新年の本試し！ 

 


